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特許価値評価をWebで！
PATWARE（パットウェア）のご紹介



本日のテーマ

・PATWARE概要
・PATWAREがうまれた背景
・分析事例



PATWARE概要

特許の価値評価結果を

リアルタイムに提供する世界初のWebサービス

評価手法

指標

特徴

開発元：アクロソフト株式会社（システム開発）
工藤一郎国際特許事務所（YKS手法開発）

◆YKS手法

◆YK値・・・技術競争力
◆YK3値・・・技術投資度

◆特許一件単位／技術業種毎／企業毎の評価が可能
◆価値評価の専門知識を必要とせずに使用できる
◆検索してすぐに結果を取得できる。
◆企業の過去からの技術力の推移を確認できる。



開発元について

アクロソフト株式会社

工藤一郎国際特許事務所

代表：小川秀明
設立：2019年２月1日
オフィス：京都市下京区中堂寺南町１３４ ASTEM８F
東京オフィス：工藤一郎国際特許事務所内
業務内容：次世代ソフトウェア、組込みソフトウエアの開発

知的財産権関連ソフトウェアの開発と販売
知的財産権関連コンサルティング業務

東京都千代田区有楽町１丁目７番１号 有楽町電気ビル南館９Ｆ



PATWAREが生まれた背景

特許が持つ価値を、他社を含めた市場との客観的な相対
性で判断するための手法である。

なぜYKS手法なのか？

理由１

従来の代表的な価値評価

評価者の主観が少なからず影響を及ぼすし、客観的な評価が困難。弱点

●インカム・アプローチ・・・・特許発明製品による将来利益を予想して
特許の価値とする。

●マーケット・アプローチ・・・同等特許の市場価値から判断

●コスト・アプローチ・・・・・特許の取得や維持に要した費用を特許価値
とする手法。



出願 公開 審査 登録 年金発明 消滅

閲覧請求

情報提供

無効審判

自分たちの事業障害となる特許を
阻止したい

異議申立

競争相手

YK値

●競合他社からの、企業が所有す
る特許に対する攻撃に費やされた
金額を点数化。

●攻撃されても生存している特許
は、攻撃に費やした金額が高額で
あるほど経済リソースとしての価
値が高い。

技術競争力

YKS手法による価値算出方法



YK３値とは

●企業が自身の発明の権利化とそ
の維持に対して投資した金額を点
数化。

●企業活動には経済的合理性があ
るはず。

特許権者の、特許に対する注力度
（技術投資度）

外国出願 攻撃対応

出願 公開 審査 登録 年金発明 消滅

拒絶対応

自分たちの事業を
独占化したい

特許権者

YKS手法による価値算出方法



特許価値の陳腐化をYK値／YK3値に反映しています



YK値（技術競争力指標）は成長戦略決定材料として
活用できる指標である。

PATWAREが生まれた背景

なぜYKS手法なのか？

理由２

売却を前提とせず、特許や技術を取り巻く経済的な情報を得るために使う。その情報を使って自社
や競合他社の将来を見通し、企業がどれだけ成長するのかの判断材料となる。

絶対的評価（従来の評価手法）

資産価値を表し知的財産を売却、投資家からの投資を誘致する場合などに使う。

相対的評価

YK値と株価の連動性がすでに確認されている。
（株価の先行指標）

理由３
経済的競争優位性を示す価値評価



企業成長性情報としてのYK値 参考資料

売上高成長率 の先行指標

株価（時価総額）の先行指標

デフォルト率 の先行指標

売上高利益率 の先行指標

自己資本利益率（ROE）の先行指標

日銀レポート

日銀レポート

A Portfolio of Japanese Equities Weighted 
by YKS Patent Values（Takanobu Mizuta SPARX 

Asset Management Co., Ltd.） 他

証券アナリストジャーナル 他

経営財務研究 他

https://papers.ssrn.com/sol3/cf_dev/AbsByAuth.cfm?per_id=1325448


１．時間がかかる

従来の特許価値評価は、サービス提供者が手作業で行っている。

そのため、発注から納品まで１～２か月と時間がかかる。

２．数値が古い

納品まで時間がかかるため、評価数値は古くなっている。

３．専門家だけが出来る

専門知識のあるものだけが実施できる。

解決！

PATWAREが生まれた背景

技術的な課題
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業界初 オンライン特許価値評価サービス



PATWAREで何ができるか？

業界トレンドの把握から
有力特許の把握まで。

テーマ：非鉄金属



テーマ 非鉄金属
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A社



テーマ 非鉄金属
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B社



テーマ 非鉄金属
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C社



テーマ 非鉄金属
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D社



非鉄金属
トレンド

技術競争力のピークを概ね２０００年前後に一旦迎え
た後に短期間漸減傾向を示したが、近年急速に復活し、
前のピークを越える勢い。



技術競争力指標ＹＫ値を用いた事業分析

A社（東証一部上場企業）
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特許価値評価webサービス



注目ポイント

A社
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YKS技術業種分類

大分類（07_電子デバイス）

中分類（07－01_電子部品、等）

小分類（R01_光デバイス、等）

IPC情報が登録されているすべての特許が
分類付けされています。
各分類における特許群の評価が可能。

分類数は約300。
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技術競争力ポートフォリオ「大分類」出力結果

事業力の分析例

A社
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技術競争力ポートフォリオ「大分類」出力結果

事業力の分析例
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セグメント別ＹＫＳ時系列グラフ(ＹＫ値、ＹＫ３値、大分類)
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技術競争力ポートフォリオ「中分類」出力結果
A社



27

セグメント別ＹＫＳ時系列グラフ(ＹＫ値、ＹＫ３値、中分類)
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技術競争力ポートフォリオ「小分類」出力結果

A社
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セグメント別ＹＫＳ時系列グラフ(ＹＫ値、ＹＫ３値、小分類)
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半導体製造法・製造装置における有力特許の一例

半導体装置を製造するための部材に有力
な特許群を有することが判明。

セグメント推移で見たように素材・部材
技術群は日本が強い競争力を保持する分
野である。

これらの技術群の技術競争力によって所
定期間の同社の将来収益が見込める。

機能性材料に有力特許群

A社

A社

A社

A社

A社
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競合情報・ランキング情報



お気軽にお問合せ下さい。

info@patware.net

アクロソフト（株）PATWARE事業部


